
熱中症対策強化中‼熱中症対策強化中‼

手足がつる

あれっ、何か違うゾウ

⽴ちくらみ・めまい

吐き気

汗が止まらない/汗が出ない

何となく体調が悪い

すぐに疲れる

イライラしている

フラフラしている

呼びかけに反応しない

ぼーっとしている

あの人、様子がおかしいゾウ

いつもと違うと思ったら、熱中症を疑おう︕

熱中症は初期対応が重要︕

熱中症による死亡災害の傾向
ほとんど

「初期症状の放置・対応の遅れ」

早急に求められる対策
死亡に至らせない（重篤化させない）

ための適切な対策の実施が必要

初期症状の
放置・対応の遅れ

100件

その他
３件

発見の遅れ
78件

異常時の
対応の不備
４１件

１００件の内容

大分産業保健総合支援センター



対処する判断する見つける 対処する判断する見つける

熱中症の重篤化を防止するため
現場における対応を義務化

改正労働安全衛⽣規則施⾏（令和７年６⽉１⽇）

熱中症のおそれがある労働者を把握した場合に
迅速かつ的確な判断が可能となるよう、
① 事業場における緊急連絡網、緊急搬送先の連絡先

及び所在地等
② 作業離脱、⾝体冷却、医療機関への搬送当熱中症による

重篤化を防止するために必要な措置の実施手順
の作成及び関係作業者への周知。

「WBGT28度以上又は気温31度以上の環境下で
連続１時間以上又は１⽇４時間を超えて実施」が⾒込まれる作業

「熱中症の自覚症状がある作業者」や
「熱中症のおそれがある作業者を⾒つけた者」が
その旨を報告するための体制整備及び関係作業者への周知。①

②

「STOP! 熱中症クールワークキャンペーン」
キャンペーン実施要綱 ▶



熱中症のおそれのある者に対する処置の例（フロー図）

朝礼やミーティング

会議室や休憩所等への掲示

メール等での通知

医療機関への搬送

救急隊要請

経過観察

⾃⼒での⽔分摂取

意識の異常等

作業離脱、⾝体冷却

熱中症のおそれの
ある者を発⾒

異常等あり

異常等なし

できない できる

回復しない、症状悪化
回復回復

一人にしない

回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、
連絡体制や体調急変時等の対応をあらかじめ定めておく

熱中症が疑われる症状
【他覚症状】
ふらつき、生あくび、失神、
⼤量の発汗、痙攣 等
【⾃覚症状】
めまい、筋肉痛・筋肉の硬
直、頭痛、不快感、吐き気、
倦怠感、高体温 等

「意識の有無」だけで判断する
のではなく、
①返事がおかしい
②ぼーっとしている

など、普段と様子がおかしい場
合も以上等ありとして取り扱う
ことが適当
判断に迷う場合は安易な判

断は避け、♯7119等を活用
するなど、専門機関や医療機
関に相談し、専門家の指示を
仰ぐこと

体制や手順の周知⽅法例

※ 周知は口頭でも問題ないゾゥ。
ただし、口頭による周知では

確実に伝わることが担保できな
いときは、文書の配布や掲示
等により周知するゾゥ。

※ 周知結果の記録の保存は
必要ないけど、労働基準監督
署の調査の際には説明できる
必要があるゾゥ。



（１）緊急連絡網の作成及び周知
（２）救急措置

（１）健康診断結果に基づく対応等
（２）⽇常の健康管理等
（３）労働者の健康応対の確認
（４）⾝体の状況の確認

（１）作業時間の短縮等
（２）暑熱順化
（３）⽔分及び塩分の摂取
（４）服装等
（５）作業中の巡視

（１）WBGT値の低減等
（２）休憩場所の整備等

（１）熱中症の症状
（２）熱中症の予防方法
（３）緊急時の救急処置
（４）熱中症の事例

① WBGT値の活用
暑熱環境による熱ストレスの評価を⾏う暑さ指数
熱中症の発症に関与するとされている4要素（気温、湿度、⽇射、気流）を
総合的に評価したもの。

湿 度
高いと汗の蒸発(気化)が
進まず、放熱が小さくなる

気 流（風）
風が吹くと放熱や汗の蒸発
(気化)が促進される

気 温
気温と体温の差が小さいと
放熱が小さくなる。
体温よりも気温が高いと
空気から熱をもらう

⽇射・放射
太陽からの強い⽇射や
道路や建物などからの放射
で多くの熱をもらう

気温や湿度が⾼い場合、⽇射・放熱が強い場合、
風が弱い場合は、熱中症リスクが増大するゾゥ。

WBGT
値

② 熱中症予防対策

・ 高温多湿で無風
・ 炎天下・照り返し
・ 機械等が密集

・ 筋⼒を使う作業
・ ⻑時間作業
・ 休憩を取れない作業

・ 二⽇酔い
・ 寝不⾜
・ 下痢（脱⽔症状）

作業環境管理 作業管理 健康管理

労働衛⽣教育

救急処置

熱中症の原因と発⽣しやすい職場の条件
体調が悪い⾝体負荷の⾼い作業蒸し暑い環境

熱中症から 仲間を守るゾゥ‼


